
特定非営利活動法人　まなの樹

ひとりひとりに合わせた教材を

　　　まなの樹では、１４年

間、軽度発達障がいを持つ子

どもたちの教室を運営してき

た。この事業は、その際手作

りしていた 7000 枚の教材を

整理・分類し、データベース

を作ることで、発達障がいの

子どもひとりひとりの習得・

つまづき状態に合わせて教材

を選定できるようにした。

これにより、指導者の教材の

作成・手直し等の負担を減ら

し、子どもたちに対して、よ

り余裕をもった適切で効果的

な学習指導が行えるようにな

ることを目的としている。

　2017 年元旦に神奈川新聞に掲載された記事。ネットニュースにも掲載され、

教材データベースの利用についての説明会に、障がい児の教育に携わる多くの

指導者からの申し込みがあるなど、大きな反響があった。

発達障がい児に関わる

　　教科学習教材データベース化事業

　教材の提供だけで

なく、子どもの支援

や指導にかかわる方

々に、まなの樹のス

キルを伝える活動も

している。

ボランタリー活動補助金

05

POINT

－ 13 －



○団体プロフィール

特定非営利活動法人まなの樹　

設立 ： 平成 14 年 3 月　代表者 ： 理事長　齋藤　敬子

住所 ：〒213-0014 川崎市高津区新作 5-25-8 フロー

ラハイツ 201　　　団体活動紹介 ： 発達の 「困り感」 に

アプローチする学習支援団体です。 教材データベース

を利用した教材提供とコンサルティング、 個人の方向

けに丁寧な通信教育を行っています。

○事業詳細

事業期間 ： 平成 26 ～ 28 年度　総事業費 （3 年間） ：

41,104,237 円　うち補助金交付額 ： 5,600,000 円

○担当者からひとこと

　休日を使ってデータベースを構築

してくださった協力 NPO の方や、

スタッフ、 ボランティアの皆様、 そ

してこの基金２１のお陰で完成に漕

ぎつけることができました。

　ありがとうございました。　　　 渡辺　美保さん

まなの樹　副理事長 ・ 事務局長

　構想から５年を経て、自主

事業の教室の運営と並行しな

がら、教材データベース「マ

ナノツリー」を構築した。

　マナノツリーは、ウェブ上

でＩＤとパスワードを用いて

利用することができ、科目や

習得状況、つまずきなどを選

択して、ひとりひとりに合わ

せた教材を選ぶことができる。

　現在、指導教室での利用や、

横浜市内の小学校などでのモ

ニター利用も始まっている。

CHECK

COMMENT

　利用者からは、教材データベー

スの利用だけではなく、活用方法

や新しい教室、部門の立ち上げ等

のコンサルティング業務の依頼も

多いので、データベースとセット

でこのようなニーズに対応できる

体制を整えていきたい。

　説明会の様子。横浜市・川崎市の学習指導者が集まった。
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特定非営利活動法人　ABC ジャパン

外国につながる子ども・若者の

居場所づくり

　　　　横浜市鶴見区には、

外国につながる子どもが多く

住んでいる。この事業では、

学校や他の支援団体等と連携

しながら、様々な悩みを持つ

外国につながる子どもや若者

のための支援活動を行った。

　一つ目の事業は、学習支援

拠点の運営である。学校への

就学を希望する子どもに対す

る就学・進学サポートや、不

登校・引きこもりの子どもや

社会の中で孤立しがちな若者

のための居場所づぐりを行っ

た。

外国につながる子ども・若者の
教育機会の保障のためのプロジェクト

　二つ目の事業は、相談、ガ

イダンスである。子ども・若

者と保護者が日本の教育シス

テムや学校、受験等に関する

正しい知識を得て、就学・進

学や諸問題の解決ができるよ

う、多言語教育相談、高校・

大学進学オリエンテーション、

小学校入学ガイダンス、受験

に向けた面接講習セミナーな

どを実施した。

ボランタリー活動補助金
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上：面接講習セミナー   下：進

学オリエンテーションの様子
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○団体プロフィール

特定非営利活動法人 ABC ジャパン　

設立 ： 平成 12 年 10 月　　代表者 ： 理事長　安富祖　美智江

住所 ：〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央 1-4-3 共同ビル

5階　　団体活動紹介 ： 「多文化共生」 「在住外国人の自立」

「子どもの教育保障」 を基本理念として、 日本に暮らす外国

人が自立し、 安心して暮らしていけるような支援事業を実施

しています。

○事業詳細

事業期間 ：平成 26 ～ 28 年度　総事業費 （3 年間） ：

13,550,276 円　うち補助金交付額 ： 6,000,000 円

○担当者からひとこと

　学校、 行政、 地域コミュニティな

どとの連携、 情報交換に力を入れ、

外国につながる子どもたちを取り巻

く状況について発信し、 社会での理

解を高める努力を続けていきたいと

思います。　横江　美智子さん

ABC ジャパン　日本語主任

　事業１の学習支援拠点は年

間１７５日間実施しており、

ブラジル・中国・フィリピン

・ネパール・ボリビア・モザ

ンビークなど、他にも多くの

国につながる子どもに対応す

ることができた。子どもたち

はこの場所で、様々なバック

グラウンドを持つ仲間やロー

ルモデルとなる先輩と交流し、

自分の将来について考えるよ

うになり、高校進学希望者は

全員が志望校に合格すること

ができた。

CHECK

COMMENT

　言葉の壁や文化の違いか

ら様々な不安を抱える外国

につながる子どもと保護者

に寄り添い、本当に必要な

サポートをしていきたい！

　事業２の相談、ガイダンス

では、１か月あたり約２０件

の相談があった。相談内容は、

進学、不登校、部活、いじめ、

学費など多岐にわたっている。

母語による対応のため、保護

者は安心して悩みを相談する

ことができる。また、高校進

学ガイダンスは５２人、大学

進学ガイダンスは４２人、高

校入試のための面接対策セミ

ナー（全９回）は毎回十数人

の参加があった。

学習支援拠点の子どもたちの様子。
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特定非営利活動法人　ロボロボ・Club

子どもたちに「考えることの楽しさ」を知ってほしい

　　　　　教室で使用してい

るロボットは、ブロックで組

み立てたり、パソコンやタブ

レットでプログラミングして

動かしている。『あっ、動い

た』『え、なんで ?すごい !』

『もっと、こうしたいな～』

『あれ、おかしいな～』など、

ロボットを思い通りに動かす

という「目的」を持つと、子

供たちの頭の中はフル回転す

る。うまくいかないから、考

える。考えて、結果がでると

面白い。これこそが「知的好

奇心」であり、楽しみながら

小中学生向け　ロボット・プログラミング教室事業

　　　　　 

学ぶことだと考えている。『考

えるって楽しいな』子供たち

がこう思ってくれることを目

標に活動を行っている。

　プログラミングは、ビジュ

アル言語なので、初学者でも

簡単に始められる。本事業を

行う以前は、NPO本部での教

室開催が中心だったが、少し

でも多くの子供たちに、この

経験をしてほしいと考えてい

た。この事業で「出張教室」

と「夏休みイベント」を増や

すことができ、その夢が広が

った。

　開催数はまだまだ少ないが、

これからもキッズクラブや施

設などに働きかけて、「子供向

けのロボット・プログラミン

グ」を誰もが経験できるよう

にしたいと考えている。

ボランタリー活動補助金
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　教室にてプログラミングの様子。
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○団体プロフィール

特定非営利活動法人ロボロボ ・ Club　

設立 ： 平成 25 年 1 月　代表者 ：代表理事　永合　

佐千子　　住所 ：〒231-0023 横浜市中区山下町

252 グランベル横浜ビル 10 階　　団体活動紹介 ：

多くの子供が、 ロボットに触れたりプログラミング

したりする機会を設けるために、 プログラミング教

室、 出張ロボット教室、 ロボットレンタル、 夏休

みイベントなどを開催しています。

○事業詳細

事業期間 ：平成 28 年度　総事業費 （1 年間） ：

1,354,091 円　うち補助金交付額 ： 677,000 円

○担当者からひとこと

　企画 ・準備をしているときは、 学生

とともに非常に苦労していますが、 子

供たちの 「笑顔」 や 「考えている真

剣な表情」 を見ると、 とても嬉しくなり

ます。 また、 子供たちの 『未来』 を

感じます。　永合　佐千子さん

ロボロボ ・ Club　代表理事

　　　　　 
 　「ロボット・プログラミン

グ出張教室」では、５箇所で

出張教室を開催し、述べ１３

１人の参加があった。予定よ

りも開催回数は減ったが、ほ

とんどの開催場所で、予定数

以上の子供達に体験してもら

えたことは、団体のねらいと

して十分に成果があったと考

えている。また、開催した学

童クラブでは、次年度開催も

検討してもらうなど、事業を

拡げることのヒントとなった。

　　　　　 
　「夏休みロボットワークショ

ップ」には１２８名の参加が

あった。補助金をいただけた

ことで、早くに告知すること

ができ、その結果、夏休み前

には予約満員となるなど、広

報面で大きな成果が得られた。

　また、低学年からでも体験

できるよう、内容を工夫した

り、参加費を安くできたこと

が参加者を増やせた要因だと

考えている。

CHECK

COMMENT

　先生である理系大学生が２～３年

程度で入れ替わる中でも、スタッフ

の質を維持していきたい。また、教

室開催には準備・研究が伴うため、

収支のバランスをうまく調整してい

きたい。

　教室を開催する前には、スタッフが準備・研究

を行う。
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ＮＰＯ法人　子どもと共に歩むフリースペースたんぽぽ

不登校は命の非常口

　　　　子どもと共に歩むフ

リースペースたんぽぽは、横

浜市鶴見区で不登校の子ども

たちの居場所となるフリース

ペースの運営や、親の子育て

支援活動などを行っている。

　この事業では、不登校など

子育てで悩む孤立した親、子

どもに関わる大人たちに、子

どもの権利や、子どもの立場

に立った具体的な情報を伝え

るため、小冊子『不登校と子

どもの権利』を作成した。

　夏休み明けには多くの子ど

もたちの自殺の報道が増える。

子どもの権利に関する小冊子作成事業

学校は命を削ってでもいかな

いといけないところなのか。

不登校は命の非常口であり、

子どもの命と健康がなにより

も大切であるはずだ。このこ

とが、この小冊子の中で一番

伝えたいことである。

ボランタリー活動補助金
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本事業で作成した小冊子。

Ａ５版、全１１ページ。冊子に関するお

問合せは、子どもと共に歩むフリースペ

ースたんぽぽまで。
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○団体プロフィール

ＮＰＯ法人子どもと共に歩むフリースペースたんぽぽ　

設立 ： 平成 20 年 5 月　　代表者 ： 理事長　青島　

美千代　　住所 ：〒230-0061 横浜市鶴見区佃野

町 1-7-202 深谷ビル　　活動紹介 ： 子ども会議

でやりたいこと、 行きたいところなどを話し合い、

毎月の予定やお昼のメニューを決めています。

また、 毎月１回、 親たちの相談交流会を行って

います。

○事業詳細

事業期間 ： 平成 28 年度　総事業費 （1 年間） ：

4,994,955 円　うち補助金交付額 ： 468,000 円

○担当者からひとこと

　誰でも疲れたら安心してゆっくり休む

ことのできるあたりまえの社会、 子ど

もたちの命が大切にされ、 多様な生

き方が認められる社会、 そして何より

もいろいろな子どもたちが楽しく過ごせ

る学校になってほしいと願って、 これ

からも活動を続けていきたいです。
　　　　　 青島　美千代さん

子どもと共に歩むフリースペースたんぽぽ　理事長

　子どもの権利条約には、子

どもには休んだりのんびりし

たりする権利があると明記さ

れている。しかし、現実の場

面で大人が実践しようとして

も、簡単に「休んでいいよ」

と言えないときがたくさんあ

る。親の相談会では、この小

冊子の配布をきっかけに、い

ろいろな心配や不安を話しや

すくなった。タウンニュース

や神奈川新聞にも大きく取り

上げられ、いまや神奈川県内

だけでなく沖縄や福岡、大阪

などからも冊子の送付依頼が

来るようになった。

CHECK

COMMENT

　冊子の送付依頼が増え

たので、今後はＨＰでの

情報提供もしていきたい。

神奈川新聞に掲載された記事。

小冊子のイラストは、フリースペースたんぽぽを

利用している若者が描いたもの。評判が良く、本人

にとってもとても大きな自信につながった。
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